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（参考１） 

 

 

ミニワークショップの進め方 
 

準備物 
□ 付箋 □ サインペン（黒） □ 模造紙（シート） □フェルトペン（多色） 
□ タイマー □ 報告書 

 

１ 付箋の記入（５分） 

  ○研究主題や研究の視点に関わることを中心に書きましょう。 

○付箋への記入は、準備したサインペンを使いましょう。 

○体言止めではなく、文で書きましょう。 

   

２ 付箋の貼付け（５分） 

○簡潔に説明しながらシートに貼りましょう。 

  ○１枚貼ったら、次に隣の人が１枚貼っていきます。一人が一度にたくさん

の付箋を貼らないようにしましょう。 

   ※自分と同様の意見が貼られたときは、順番に関わらず貼ります。 

 

３ 付箋の集約・関係付け（１０分） 

  ○関連する付箋を見付け、まとまりをつくりましょう。 

  ○付箋のまとまりの内容を表す見出しをシートに書きましょう。 

  ○まとまり同士の関係を表す線や矢印をシートに描きましょう。 

 

４ 「今後の授業改善のポイント」の記入（５分） 

  ○研究主題や研究の視点を踏まえて「今後の授業改善のポイント」をシート

に書きましょう。 

 

５ 振り返り（５分） 

  ○一人ずつ、１分程度で感想等を述べましょう。 

 

※代表者は、報告書を作成し、研修主任まで提出する。 

※シート（成果物）は、所定の場所に掲示する。 
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（参考２－１）シートの例① 

   月  日（  ）参加者                     

 研究主題「○○○○○」  

   月  日（  ）○校時 教科・単元名等  

 研究の視点「△△△△△」  

 

３色（よさ…水色、課題…ピンク色、改善策…黄色）の付箋を使い、ＫＪ法的

手法で意見を集約する。 

 

  

  

  

 今後の授業改善のポイント〔                    〕  

     

 

 

 

 

 

（参考２－２）シートの例② 

   月  日（  ）参加者                     

 研究主題「○○○○○」  

   月  日（  ）○校時 教科・単元名等  

  △△△△△（研究の視点） その他  

 

よさ 

   

 

課題 

   

     

 今後の授業改善のポイント  

     

※シートは、模造紙の１/２程度でもよい。 

※シートは長期休業中等にみんなで作成しておくと、すぐにワークショップが行える。

また、シートの使い方についての共通理解も図れる。 

※短時間での焦点化した協議になるよう、研究の視点を一つに絞り、枠を広くとる。 
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（参考３）報告書の例 

 ミニワークショップ報告書  

      記入者             

 研究主題「○○○○○」  

 授業日時     月  日（  ）  校時  

 
教科・単元名等 

  

 指導者   

 学級   年   組  

 ミニワークショップ実施日     月  日（  ）  

 
参加者 

  

 今後の授業改善のポイント  

   

 気付き・感想（授業や協議内容について・ワークショップの進め方について等） 

   

     

 


